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人
に
つ
き
三
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働

者
又
は
同
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
」
に
、「
又
は
父
子

家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
五
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主

に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
」
を
「
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労

働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
二
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳

未
満
の
者
一
人
に
つ
き
五
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
四
十
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、

母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
同
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し

く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
」
に
、「
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
」を「
若

し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
二
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、

若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
三
十
万
円
」
に
、「
、
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の

父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
三
十
五
万
円
」
を
「
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者

又
は
同
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
三
十
五

万
円
」
に
、「
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
八
十
万
円
」
を
「
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る

労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
二
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五

歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
八
十
万
円
」
に
、「
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
九
十
万
円
」
を
「
若

し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
同
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三

十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
九
十
万
円
」
に
、「
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
、
そ

の
他
の
労
働
者
一
人
に
つ
き
五
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の

父
で
あ
る
労
働
者
」
を
「
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
二
条
の
認
定
を

受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
一
人
に
つ
き
六
十
万
円
、
そ
の
他
の
労
働

者
一
人
に
つ
き
五
十
五
万
円
（
中
小
企
業
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ

る
労
働
者
又
は
同
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
」
に
、「
労

働
者
が
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
」
を
「
労
働
者
が
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子

家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
二
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇

い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
」に
、「
派
遣
労
働
者
で
あ
つ
て
母
子
家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
も
の
」

を
「
派
遣
労
働
者
で
あ
つ
て
母
子
家
庭
の
母
等
若
し
く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
も
の
又
は
同
条
の
認
定
を
受
け
た

事
業
主
が
転
換
し
、
若
し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
も
の
」
に
、「
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子

家
庭
の
母
等
又
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
」
を
「
超
え
な
い
事
業
主
に
あ
つ
て
は
、
母
子
家
庭
の
母
等
若
し

く
は
父
子
家
庭
の
父
で
あ
る
労
働
者
又
は
青
少
年
雇
用
促
進
法
第
十
二
条
の
認
定
を
受
け
た
事
業
主
が
転
換
し
、
若

し
く
は
雇
い
入
れ
た
三
十
五
歳
未
満
の
者
」
に
改
め
る
。

（
臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
九
条

臨
床
工
学
技
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
厚
生
省
令
第
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
八
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

（
義
肢
装
具
士
法
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
条

義
肢
装
具
士
法
施
行
規
則
（
昭
和
六
十
三
年
厚
生
省
令
第
二
十
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
十
三
条
第
十
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
第
二
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
第
二
号
」
に
改
め
る
。

第
十
四
条
第
二
号
中
「
第
十
五
条
の
六
第
一
項
各
号
」
を
「
第
十
五
条
の
七
第
一
項
各
号
」
に
改
め
る
。

（
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
一
条

職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
平
成
二
十
三
年
厚

生
労
働
省
令
第
九
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
二
条
第
十
三
号
中
「
職
業
能
力
開
発
局
長
が
定
め
る
様
式
に
よ
る
特
定
求
職
者
等
の
職
歴
そ
の
他
の
職
業
能
力

に
係
る
事
項
、
当
該
申
請
職
業
訓
練
が
行
わ
れ
る
施
設
に
配
置
さ
れ
た
担
当
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
キ
ャ

リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
条
の
三
第
一
号
の
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助

を
い
う
。
以
下
こ
の
号
及
び
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。

次
号
に
お
い
て
同
じ
。）が
行
う
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
を
踏
ま
え
た
当
該
特
定
求
職
者
等
の
就
業
に
関
す

る
目
標
そ
の
他
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
事
項
及
び
習
得
度
評
価
の
内
容
を
記
載
す
る
た
め
の
書
面
」

を
「
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
五
条
の
四
第
一
項
に
規
定
す
る
職
務
経
歴
等
記
録
書
」
に
改
め
、
同
条
第
十
四
号

中
「
担
当
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
を
」
を
「
担
当
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
（
キ
ャ
リ
ア
・
コ
ン
サ
ル

テ
ィ
ン
グ
（
職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
十
条
の
三
第
一
号
の
情
報
の
提
供
、
相
談
そ
の
他
の
援
助
を
い
う
。
以
下
こ

の
号
に
お
い
て
同
じ
。）を
行
う
者
で
あ
っ
て
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
も
の
を
い
う
。
以
下
こ
の
号
に
お
い
て
同

じ
。）を
」
に
改
め
、
同
条
第
十
五
号
ロ

中
「
及
び
交
付
」
を
削
る
。

（
厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
改
正
）

第
十
二
条

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
（
平
成
十
三
年
厚
生
労
働
省
令
第
一
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

第
四
十
四
条
第
四
項
に
次
の
一
号
を
加
え
る
。

五

学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
（
建
設
労
働
者
及
び
港
湾
労
働

者
に
係
る
も
の
を
除
く
。）。

第
七
百
五
十
九
条
第
一
項
中
第
十
三
号
を
削
り
、
第
十
四
号
を
第
十
三
号
と
し
、
第
十
五
号
か
ら
第
二
十
号
ま
で

を
一
号
ず
つ
繰
り
上
げ
、
同
条
第
二
項
中
「
第
十
三
号
ま
で
及
び
第
二
十
号
」
を「
第
十
二
号
ま
で
及
び
第
十
九
号
」

に
改
め
る
。

第
七
百
六
十
条
中
「
前
条
第
一
項
第
十
四
号
か
ら
第
十
九
号
」
を
「
前
条
第
一
項
第
十
三
号
か
ら
第
十
八
号
」
に

改
め
る
。

第
七
百
六
十
二
条
第
一
項
第
十
一
号
中
「
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法

律
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
」
を
「
公
共
職
業
訓
練
」
に
改
め
、
同
項
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

十
二

技
能
検
定
に
関
す
る
こ
と
。

十
三

職
業
能
力
開
発
促
進
法
（
昭
和
四
十
四
年
法
律
第
六
十
四
号
）
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
主
そ
の

他
の
関
係
者
に
よ
る
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
の
促
進
並
び
に
労
働
者
の
自
発
的
な
職
業
能
力
の
開
発
及
び

向
上
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属
す
る
も
の
を
除
く
。）。

十
四

勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
百
六
十
二
条
第
二
項
中
「
、
第
九
号
及
び
第
十
号
」
を
「
及
び
第
九
号
か
ら
第
十
四
号
ま
で
」
に
改
め
る
。

第
七
百
六
十
七
条
中
第
八
号
を
削
り
、
第
九
号
を
第
八
号
と
す
る
。

第
七
百
八
十
六
条
第
一
項
第
七
号
中
「
派
遣
労
働
者
」
を
「
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
並
び
に
派
遣

労
働
者
」
に
改
め
、
同
条
第
二
項
中
「
第
三
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
七
号
（
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る

者
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。）」
を
加
え
、
同
条
第
三
項
中
「
第
三
号
ま
で
」
の
下
に
「
、
第
七

号
（
学
校
卒
業
者
そ
の
他
こ
れ
に
類
す
る
者
の
雇
用
管
理
の
改
善
に
関
す
る
こ
と
に
限
る
。）」
を
加
え
る
。

第
七
百
八
十
八
条
の
三
第
三
号
中
「
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
第

四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
認
定
職
業
訓
練
」
を
「
公
共
職
業
訓
練
」
に
改
め
、
同
条
に
次
の
三
号
を
加
え
る
。

四

技
能
検
定
に
関
す
る
こ
と
。

五

職
業
能
力
開
発
促
進
法
第
四
条
第
二
項
に
規
定
す
る
事
業
主
そ
の
他
の
関
係
者
に
よ
る
職
業
能
力
の
開
発
及

び
向
上
の
促
進
並
び
に
労
働
者
の
自
発
的
な
職
業
能
力
の
開
発
及
び
向
上
に
関
す
る
こ
と
（
他
省
の
所
掌
に
属

す
る
も
の
を
除
く
。）。

六

勤
労
青
少
年
の
福
祉
の
増
進
に
関
す
る
こ
と
。

第
七
百
九
十
三
条
第
一
項
中
第
十
一
号
を
削
り
、
第
十
二
号
を
第
十
一
号
と
す
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
省
令
は
、
平
成
二
十
七
年
十
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
後
の
職
業
訓
練
の
実
施
等
に
よ
る
特
定
求
職
者
の
就
職
の
支
援
に
関
す
る
法
律
施

行
規
則
第
二
条
第
十
三
号
に
規
定
す
る
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
は
、
当
分
の
間
、
第
十
一
条
の
規
定
に
よ
る
改
正
前
の
同

令
第
十
三
号
に
規
定
す
る
ジ
ョ
ブ
・
カ
ー
ド
を
も
っ
て
こ
れ
に
代
え
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
厚
生
労
働
省
令
第
百
五
十
七
号

厚
生
労
働
省
設
置
法
（
平
成
十
一
年
法
律
第
九
十
七
号
）
第
十
六
条
第
四
項
及
び
厚
生
労
働
省
組
織
令
（
平
成
十
二

年
政
令
第
二
百
五
十
二
号
）
第
百
四
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
並
び
に
同
法
及
び
同
令
を
実
施
す
る
た
め
、

厚
生
労
働
省
組
織
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
七
年
九
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

山
口

俊
一


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